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このドキュメントの使用方法

このセクションでは、システムの最新のファームウェアとソフトウェア、ドキュメ
ントとフィードバック、およびドキュメント変更履歴の入手方法を説明します。

■ 5ページの「Sun Server X4-4モデル命名規則」
■ 5ページの「最新のファームウェアとソフトウェアの入手」
■ 6ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 6ページの「サポートとトレーニング」
■ 7ページの「寄稿者」
■ 7ページの「変更履歴」

Sun Server X4-4モデル命名規則
Sun Server X4-4という名前の意味は次のとおりです。

■ Xは、x86製品であることを意味します。
■ 最初の数字 4は、サーバーの世代を意味します。
■ 2番目の数字、4は、サーバー内のプロセッサソケットの数を意味します。

最新のファームウェアとソフトウェアの入手
各Oracle x86サーバー用のファームウェア、ドライバ、その他のハードウェア関連ソ
フトウェアは定期的に更新されます。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant –これは、工場出荷時にインストールされる Sun Oracle x86
サーバー向けのオプションです。これには必要なすべてのツールとドライバが含
まれており、内蔵USBフラッシュスティック上にあります。

■ My Oracle Support –これは http://support.oracle.comにあるOracleサポートの
Webサイトです。

■ 物理メディアのリクエスト – My Oracle Supportから入手可能なダウンロード
(パッチ)を含むDVDをリクエストできます。サポートWebサイト上の「問合
せ」リンクを使用してください。
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ドキュメントとフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X4-4 http://www.oracle.com/goto/X4-4/docs

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)。『プ
ロダクトノート』にリストされている、サ
ポートされているOracle ILOMのバージョンに
ついては、このドキュメントを参照してくださ
い。

http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

Oracle Hardware Management Pack。『プロダクト
ノート』にリストされている、サポートされて
いるOracle HMPのバージョンについては、この
ドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ohmp

このドキュメントについてのフィードバックは http://www.oracle.com/goto/

docfeedbackからお寄せください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で入手できます。情報はト
ピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

サポートとトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります。

■ サポート: http://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通して電子サポートにアクセスできます。詳
細については、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたは聴
覚に障害をお持ちの場合は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs

を参照してください。

ドキュメントとフィードバック
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寄稿者
主な執筆者: Ralph Woodley、Ray Angelo、Cynthia Chin-Lee、Mark
McGothigan、Michael Bechler、Lisa Kuder。

寄稿者: Kenny Tung、Barry Wright、David Savard

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2014年 4月。初版。

変更履歴
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Windows OSのインストールについて

このドキュメントでは、Oracleの Sun Server X4-4にMicrosoft Windowsオペ
レーティングシステムをインストールする方法について説明します。

次の表には、オペレーティングシステムを正しくインストールするために実行する
必要があるタスクの順序付きリストが示されています。

手順 説明 リンク

1 サポートされているWindows OSの
バージョンの一覧を確認し、サーバーソフ
トウェアおよびハードウェアに関する最新
情報を取得する方法を学習します。

9ページの「サポートされているOSの
バージョンおよび最新情報」

2 単一のサーバーまたは複数のサーバーでの
OSのインストールのオプションを確認し
ます。

10ページの「OSのインストールオプ
ション」

3 必要な手順を実行してインストールの準備
を整えます。

17ページの「OSのインストールの準備」

4 OSをインストールします。 25ページの「Windows OSのインス
トール」

サポートされているOSのバージョンおよび最新情報
初期導入時には、Sun Server X4-4はWindows Server 2008 R2 SP1、Windows Server
2012、およびWindows Server 2012 R2をサポートしています。サポートされている
バージョンのMicrosoft Windows Serverに関する最新の情報については、次を参照し
てください。

https://wikis.oracle.com/

display/SystemsComm/Sun+Server+X4-4#tab:Operating-Systems
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注 –このマニュアルでは、用語「Windows Server 2008 R2」はWindows Server 2008のサ
ポートされるすべてのバージョンを示すために使用されており、用語「Windows
Server 2012 R2」はWindows Server 2012のサポートされるすべてのバージョンを示す
ために使用されています。

注 –サーバーに関する最新情報は、『Sun Server X4-4プロダクトノート』に記載され
ています。『プロダクトノート』ドキュメントには、サーバーの利用可能な
ファームウェア更新およびハードウェアまたはソフトウェアの問題に関する詳細情
報が記載されています。サーバー関連のドキュメントは、オンラインのサーバード
キュメントライブラリで入手できます。http://www.oracle.com/goto/X4-4/docsを参
照してください。

OSのインストールオプション
OSを単一のサーバーにインストールするか、複数のサーバーにインストールするか
を選択できます。このドキュメントの適用範囲は、単一のサーバーでのOSのインス
トールです。次の表に、これら 2つのインストールオプションに関する情報を示し
ます。

オプション 説明

複数のサーバー 次にある Enterprise Managerのページを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一のサーバーにOSをインス
トールします。
■ ローカル: OSのインストールは、サーバーでローカルに実行
されます。このオプションは、物理的にラックにサーバーを
設置し終えたばかりのときに便利です。Oracle System
Assistantを使用するか、手動によるインストールを実行しま
す。追加のハードウェアが必要です。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場所から実行され
ます。Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)リモートコ
ンソールプラスアプリケーションを使用して、Oracle System
Assistantにアクセスするか、手動によるインストールを実行
します。

注 – Oracle System Assistantを使用して、ローカルまたはリモート
で、単一のサーバーOSのインストールを実行します。

OSのインストールオプション
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単一のサーバーにOSをインストールする方法とOracle System Assistantの詳細につい
ては、次を参照してください。

■ 11ページの「単一のサーバーへのインストール方法」
■ 13ページの「Oracle System Assistant」

単一のサーバーへのインストール方法
Windowsインストールメディアの提供方法を選択します。次の情報を使用し
て、ローカルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適してい
るかを判断します。

メディアの配布方法 説明 要件

ローカルでの補助
付きOSインス
トール

Oracle System
Assistantを使用し
ます。

■ ビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USB CD/DVDドライブ
■ Windows配布メディア

詳細については、12ページの「補助付きOSインス
トール」を参照してください。

リモートでの補助
付きOSインス
トール

Oracle System
Assistantを使用し
ます。

■ Oracle ILOMリモートコンソールプラスアプリ
ケーション

■ リダイレクトCD/DVDドライバまたは ISOイメージ
ファイル

■ Windows配布メディア

詳細については、12ページの「補助付きOSインス
トール」を参照してください。

CD/DVDドライブ
を使用したローカ
ルでの手動による
OSのインストール

サーバーに接続さ
れた物理CD/DVD
ドライブを使用し
ます。

■ ビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USB CD/DVDドライブ
■ Windows配布メディア

詳細については、12ページの「手動によるOSインス
トール」を参照してください。

単一のサーバーへのインストール方法
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メディアの配布方法 説明 要件

CD/DVDドライブ
またはCD/DVD
ISOイメージを使
用したリモートで
の手動によるOS
のインストール

Oracle ILOMリ
モートコンソール
プラスアプリ
ケーションが実行
されているリ
モートシステムの
リダイレクトされ
た物理CD/DVDド
ライブを使用しま
す。

■ ブラウザが実行されているリモートシステム
■ CD/DVDドライブまたは ISOイメージ
■ Windows配布メディア
■ サーバー管理ポートに対するネットワークアクセス

詳細については、12ページの「手動によるOSインス
トール」を参照してください。

ネットワークPXE
インストール

Windows展開
サービス (WDS)
サーバー上のカス
タマイズされた
Windows Imaging
(WIM)ファイル形
式を使用します。

WDSを実行しているサーバーとそのサーバー用にカスタ
マイズされたWIMイメージ。12ページの「Windows展
開サービスによるOSのインストール」を参照してくだ
さい。

補助付きOSインストール
これは、サポートされているOSをサーバーにインストールするためのもっとも簡単
な方法です。この方法では、Oracle System Assistantを使用します。ユーザーがローカ
ルまたはリモートのCD/DVDドライブまたはCD/DVDイメージでWindows OSのイ
ンストールメディアを配布すると、Oracle System Assistantアプリケーションによって
インストールプロセスが開始され、必要なドライバがインストールされます。Oracle
System Assistantオプションは、サーバーにインストールされている必要がありま
す。Oracle System Assistantの詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガ
イド』 (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。

手動によるOSインストール
この方法では、OSのインストールにOracle System Assistantを使用しません。代わり
に、ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイス、CD/DVDイ
メージのいずれかでWindows配布メディアを提供します。必要なツールおよびドラ
イバも提供する必要があります。サーバーのツールとドライバは、サーバー別およ
びOS別のパッケージとして、My Oracle Supportサイトから入手できます。OSをイン
ストールするには、配布メディアのインストールウィザードを使用します。

Windows展開サービスによるOSのインストール
展開サーバー環境からWindowsをインストールできます。上級
ユーザーは、Windows展開サービス (WDS)サーバー上の特定のサーバー用にカスタ
マイズされたWindowsインストールイメージ (WIM)を作成できます。こうしたイン
ストールイメージファイルを作成しておくと、ネットワークカードからサーバーを
ブートし、WDSシステムからそのイメージを選択して展開できます。

補助付きOSインストール

Sun Server X4-4 Microsoft Windowsオペレーティングシステムインストールガイド • 2014年 4月12

http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs


WDSの詳細については、次を参照してください。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa967394.aspx

WDSの概要およびWIMイメージの作成の詳細については、次を参照してくださ
い。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/jj648426.aspx

関連情報

13ページの「Oracle System Assistant」

Oracle System Assistant
Oracle System Assistantは、Oracle x86サーバー向けの単一のサーバーシステム管理
ツールです。これは、Oracleの Single Server Management製品、および一連の関連ソ
フトウェアを統合して、サーバーを迅速かつ簡単に起動し保守できるようにする
ツール群を提供します。Oracle System Assistantのコンポーネントは次のとおりです。

■ Hardware Management Pack
■ Oracle Linuxコマンド行環境
■ オペレーティングシステム用のドライバとツール (旧ツールおよびドライバ

CD/DVD)
■ サーバー固有のファームウェア
■ サーバー関連ドキュメント

Oracle System Assistantは、サーバー内に組み込まれており、工場でサーバー固有の
ツールとドライバで構成されます (これらのツールとドライバはオンラインアップ
デートによって保守されます)。

Oracle System Assistantの詳細については、次のトピックを参照してください。

■ 13ページの「Oracle System Assistantのタスクの概要」
■ 14ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 14ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantのタスクの概要
Oracle System Assistantは、次の一般的で有用な単一のサーバー管理プロビジョニング
タスクのセットで構成されます。

■ 補助付きOSインストール
■ システムの概要とシステムインベントリ情報
■ すべてのコンポーネント (ツール、ドライバ、ファームウェアなど)のオンライン
アップデートの取得

Oracle System Assistantのタスクの概要
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■ システムファームウェア (BIOSおよびOracle ILOM)とホストバスアダプタ
ファームウェアのアップデート

■ RAIDおよびOracle ILOM (SP)の構成
■ サーバーネットワーク構成
■ 機能と組み込みのメディア整合性チェックの無効化
■ 実行環境を使用可能にする Linuxシェル端末ウィンドウ
■ Oracle Hardware Management Packへのアクセス (Linuxシェルを使用)
■ Oracle System Assistantの復旧

関連情報

14ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」

Oracle System AssistantのOSのインストールタス
ク
Oracle System AssistantのOSのインストールタスクは、サポートされているOSの補
助付きインストールを提供します。OSインストールメディアを提供すると、Oracle
System Assistantがインストールプロセスを開始します。

補助付きOSインストールは、サーバーでサポートされているすべてのオペ
レーティングシステムに使用できるわけではありませんが、Windowsでは使用でき
ます。ただし、サーバーでサポートされているOSがインストールされると、Oracle
System Assistantを使用して、OSドライバに加えてすべてのコンポーネント (ファーム
ウェア、ツール、ドライバ、その他の関連ソフトウェア)を更新できます。

関連情報

14ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの取得
サーバーがOracle System Assistantをサポートしている場合、そのサーバーにすでに
インストールされている可能性があります。

■ Oracle System Assistantがすでにインストールされている場合で、最新バージョン
が必要なときは、Get Updatesタスクを使用してOracle System Assistantを更新でき
ます。

■ Oracle System Assistantがサーバーにインストールされているが、破損または上書
きされている場合は、http://support.oracle.comからリカバリ ISOイメージをダ
ウンロードしてください。

Oracle System AssistantのOSのインストールタスク
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■ サーバーがOracle System Assistantをサポートしているが、Oracle System Assistant
がインストールされていない場合は、Oracleの販売代理店までお問い合わせくだ
さい。

関連情報

『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』 (http://www.oracle.com/goto/
x86AdminDiag/docs)

Oracle System Assistantの取得
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OSのインストールの準備

OSをインストールする前に、インストール方法を設定する必要があります。このセ
クションでは、OSのインストールの準備手順について説明します。次のタスク表を
ガイドとして使用してください。

手順 説明 リンク

1 OSインストールのタスクの表をすでに確
認している必要があります。

9ページの「Windows OSのインストールに
ついて」

2 選択したインストール方法に基づいてイン
ストールのセットアップを行います。

■ ローカルインストールの場合: 17ページ
の「ローカルコンソールのセット
アップ」

■ リモートインストールの場合: 18ページ
の「リモートコンソールを設定する」

3 最適なデフォルト値をロードし、BIOS
モードを選択して、BIOSを準備します。

22ページの「BIOSの設定」

4 準備のための手順が完了したら、OSをイ
ンストールします。

25ページの「Windows OSのインス
トール」

インストール方法のセットアップ
■ 17ページの「ローカルコンソールのセットアップ」
■ 18ページの「リモートコンソールを設定する」

▼ ローカルコンソールのセットアップ
ローカルOSインストールはサーバーで実行されます。ローカルインストール方法と
して推奨される手順は、Oracle System AssistantのOSのインストールタスクを使用す
ることです。この手順を使用して、ローカルのOracle System Assistantの補助付きイ
ンストールまたはローカルの手動 (補助なし)インストールを設定します。

17



注 –ローカルOSインストールの場合、追加のハードウェアが必要で、サーバーの
Webアクセスが推奨されます。

■ 『Sun Server X4-4設置ガイド』の説明に従って、サーバーのインストールをすで
に実行しているはずです。

■ 次のアイテムが必要です。

■ 15ピン (DB-15)コネクタ機能を備えたビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USBデバイス (CD/DVDドライバまたはUSBフラッシュドライバ)

■ オンラインアップデートの場合、サーバーがWebにアクセスできる必要がありま
す。

サーバーがスタンバイ電力モードであることを確認します。

ビデオモニターをサーバー前面のビデオコネクタに接続します。

キーボードとマウスを、サーバー前面のいずれかのUSBコネクタに接続します。

CD/DVDドライブをサーバーの前面にあるほかのUSBコネクタに接続します
(サーバーにDVDドライブが装備されていない場合のみ)。

22ページの「BIOSの設定」

▼ リモートコンソールを設定する
リモートOSインストールは、Oracle ILOMリモートコンソールプラスアプリ
ケーションおよびリダイレクトされたCD/DVDドライブまたはCD ISOイメージを使
用して実行されます。リモートインストールの推奨される手順は、Oracle System
Assistantの「Install OS」タスクを使用する手順です。この手順を使用して、リモート
のOracle System Assistantの補助付きインストールまたはリモートの手動 (補助なし)
インストールをセットアップします。

注 – CD/DVD-ROMまたはCD/DVD-ROMイメージのオプションを使用してOSをイン
ストールすると、CD/DVD-ROMのコンテンツにネットワーク経由でアクセスするた
め、インストールにかかる時間が大幅に長くなります。インストールの所要時間
は、ネットワークの接続状態とトラフィックによって異なります。また、このイン
ストール方法では、一時的なネットワークエラーにより問題が生じるリスクが高く
なります。

始める前に

1
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次の手順

インストール方法のセットアップ
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次の要件を満たしている必要があります。

■ 『Sun Server X4-4設置ガイド』の説明に従って、サーバーのインストールをすで
に実行しました。

■ サーバーサービスプロセッサ (SP)が、使用しているサーバーのOracle ILOMド
キュメントの手順に従ってセットアップ済みです。

■ Sunサーバーの Ethernet管理ポートにアクセスできるネットワークにOracle ILOM
リモートコンソールシステムが接続されています。

■ ご使用のサーバーのバージョンのOracle ILOMに関する『Oracle ILOM構成および
保守用管理者ガイド』(http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs)で説明されている
ように、Oracle ILOMリモートコンソールプラスをリモートクライアントで実行
するための Java、ブラウザ、および構成の要件を満たしていることを確認しま
す。

注 –この手順に示されているスクリーンショットの一部は、表示される画面とは異な
る場合があります。

Oracle ILOMにアクセスするには、サービスプロセッサの IPアドレスをリモートコン
ソールシステム上のブラウザに入力します。

必要に応じて、セキュリティーのプロンプトに答えます。

Oracle ILOMのログイン画面が表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力し、「Log In」をクリックします。
Oracle ILOMリモートコンソールプラスの機能を使用するには、コンソール (c)の役
割権限を含むアカウントを使用してログインする必要があります。

始める前に
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2

インストール方法のセットアップ
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Oracle ILOMの「System Summary」画面が表示されます。

「Remote Console Launch」ボタンをクリックします。

表示されるプロンプトがある場合は、それに答えます。

「Oracle ILOM Remote Console Plus」画面が表示されます。

ストレージメディアをリダイレクトするには、次のアクションを実行します。

a. リダイレクションセッションのフルコントロール権限があることを確認しま
す。フルコントロール権限がない場合は、「KVMS」メニューの「Take
Full-Control」をクリックします。

注 –フルコントロール権限を持つプライマリユーザーの場合、「KVMS」メ
ニューの「Take Full-Control」オプションは無効になっています。

3

4

インストール方法のセットアップ
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b. 「KVMS」メニューの「Storage」をクリックします。

「Storage Device」ダイアログボックスが表示されます。

注 –「Storage Device」ダイアログボックスには、Oracle ILOMリモートコンソール
プラスクライアントで検出されたストレージドライブデバイス (CD、DVD、フ
ロッピー、USBデバイスなど)が自動的に表示されます。ドライブ上にロックア
イコンが表示されて、1)ドライブが存在すること、および 2)ドライブ内にブート
可能メディアが見つからなかったことが示されます。

c. ストレージイメージ (CD/DVDイメージなど)を「Storage Device」ダイアログボック
スに追加するには、「Add」をクリックします。

インストール方法のセットアップ
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d. 「Storage Device」ダイアログボックスからストレージメディアをリダイレクトす
るには、ストレージメディアを選択して「Connect」をクリックします。

注 –「Storage Device」ダイアログで「Connect」をクリックする
と、「Connect」ボタンのラベルが「Disconnect」に変化します。

22ページの「BIOSの設定」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように、BIOS設定が構成されていることを確認する必要があ
ります。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する方
法について具体的に説明しています。

■ 22ページの「BIOSの最適なデフォルト設定のロード」
■ 23ページの「BIOSブートモードの設定」

▼ BIOSの最適なデフォルト設定のロード

注意 –データ損失が発生します。この手順では、BIOSの設定をデフォルト値にリ
セットし、以前にカスタマイズした設定をすべて上書きします。カスタマイズされ
た設定を維持するには、デフォルト値をロードする前に、各メニューを確認し、カ
スタマイズされた値を書きとめます。

BIOS設定ユーティリティーには、サーバーにとって最適な BIOS設定をロードする
ためのオプションが含まれています。この手順を実行して、BIOSが最適なデフォル
ト値に設定されるようにします。

■ サーバーにはストレージドライブが取り付けられています。
■ サーバーへのコンソール接続が確立されています。

サーバーの電源を入れます。
コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。
BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

出荷時のデフォルト値が設定されるようにするには、F9を押します。

次の手順

始める前に
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変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

23ページの「BIOSブートモードの設定」

▼ BIOSブートモードの設定
BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)
の両方をサポートしていますが、デフォルト設定は「Legacy」です。オペレーティン
グシステムによっては、レガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートしているもの
もあれば、レガシー BIOSのみをサポートしているものもあります。

次のサポートされるMicrosoft Windowsオペレーティングシステムでは、UEFIまたは
レガシー BIOSブートモードがサポートされます。

■ Microsoft Windows Server 2008 R2 SP1
■ Microsoft Windows Server 2012
■ Microsoft Windows Server 2012 R2

OSをインストールする前に、BIOSブートモードを設定するためにこれらの手順に従
います。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで、左右の矢印キーを使用して「Boot」メニューに移動
します。

「Boot」メニュー画面が表示されます。

下矢印キーを使用して、「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択します。

Enterを押し、上下の矢印キーを使用して、目的のBIOSブートモードオプションを選
択します。

レガシーまたはUEFIのブートモードの詳細については、『X4シリーズ管理者ガイ
ド』の「BIOSの設定と構成」セクションを参照してください。参照先:

『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』 (http://www.oracle.com/goto/
x86AdminDiag/docs)

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

4

次の手順
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25ページの「Windows OSのインストール」次の手順
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Windows OSのインストール

このセクションでは、OSのインストールプロセスについて説明します。次のタスク
表をガイドとして使用してください。

手順 説明 リンク

1 「OSのインストール準備」タスク表の手
順をあらかじめ実行しておく必要がありま
す。

17ページの「OSのインストールの準備」

2 選択した方法でWindowsをインストール
します。

注 – OSAバージョン 1.2以前の場
合、Windowsではフルインストールオプ
ションのみサポートされています
(サーバーコアインストールオプションは
サポートされていません)。

■ 25ページの「Windowsをインストール
する (Oracle System Assistant)」

■ 28ページの「Windows Server 2008 R2を
インストールする (手動)」

■ 32ページの「Windows Server 2012 R2を
インストールする (手動)」

■ 38ページの「Windows Serverをインス
トールする (PXE)」

3 サーバーシステムツール、ドライバ、およ
び追加ソフトウェアをアップデートしま
す。

39ページの「サーバーシステムツールの
インストール、ドライバの更新、および
iSCSI仮想ディスクの設定」。

▼ Windowsをインストールする (Oracle System
Assistant)
Oracle System AssistantアプリケーションのOSのインストールタスクは、サポートさ
れているOSを Sun Blade X4-4にインストールするためのもっとも簡単な方法です。

Oracle System Assistantの詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイ
ド』 (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。

■ Microsoft Windows OSインストール配布メディアを取得します。
■ システムネットワークポートを構成して、Oracle System Assistantが最新のドライ
バ/ファームウェアをOracleからダウンロードできるようにします。その後OSA
で、そのポートや会社で必要とされるプロキシを使用するように構成します。

始める前に
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■ 17ページの「インストール方法のセットアップ」で説明されているよう
に、サーバーをローカルまたはリモートのインストール用に設定します。その
後、次のいずれかを実行します。

■ ローカルインストールの場合: OS配布メディアを接続された物理
CD/DVD-ROMドライブに挿入できるように準備しておきます。

■ リモートインストールの場合:
■ OS配布メディアがDVD-ROMの場合、そのDVD-ROMをリモートクライ
アントのDVD-ROMドライバに挿入し、Oracle ILOMリモートコンソール
の「KVMS」 ->「Storage」メニューからマウントします。

■ OS配布メディアの ISOイメージを使用する場合、イメージがOracle ILOM
リモートコンソールの「KVMS」 ->「Storage」メニューからマウントされ
ることを確認します。

サーバーの電源を入れる、またはサーバーをブートし、モニターまたはリモートコ
ンソール画面を注視しながら、F9キーを押してOracle System Assistantを起動するよ
うに求めるプロンプトが表示されるのを待ちます。

1

Windows OSのインストール
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プロンプトが表示されたら F9キーを押します。
Oracle System Assistant Systemの「Overview」メイン画面が表示されます。

「Configure Network」タスクボタンをクリックします。

a. ドロップダウンリストからアクティブなネットワークインタフェースデバイスを
選択します。

b. ネットワーク構成方法を設定します (dhcpまたは静的 IP)。

c. プロキシ (必要に応じて)を構成します。

d. 「Apply」をクリックしてから「Yes」をクリックして続行します。

Oracle System Assistantを更新するには、「Get Updates」ボタンをクリックします。
これにより、OSのインストールを開始する前に、Oracle System Assistantによって最
新のファームウェア、ツール、ドライバが用意されます。

注 –ローカルリポジトリを設定していない限り、OracleサイトからOracle System
Assistantを更新するために、Webアクセスが必要になります。

コンポーネントのファームウェアを更新するには、「Update Firmware」ボタンをク
リックします。

これにより、OSのインストール開始前に、サーバーのファームウェアおよびドライ
バが確実に最新のものになります。
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システムに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBA (SGX-SAS6-R-INT-Z)が存在しているも
のの、まだ仮想ドライブを作成していない (少なくともRAID 0で)場合、「Configure
Hardware」ボタンをクリックして、「RAID Configuration」タブを選択します。
「RAID Configuration」画面が表示されます。OSに使用するボリュームをドライブに
作成し、そのボリュームをブート可能にします。詳細については、『Sun Server X4-4
設置ガイド』の「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAを使用したRAIDの構
成」を参照してください。

「Install OS」ボタンをクリックします。
「Install OS」画面が表示されます。

インストールしようとしているOSのバージョンがサポートされていることを確認す
るために、「View supported operating systems」ウィンドウのドロップダウンメ
ニューに表示されるリストを確認します。

「Select your install media location」セクションで、OS配布メディアの場所を指定しま
す。

CD/DVDまたは仮想ドライブを選択できます。

プロンプトに従ってインストールを完了します。

インストールプロセスでは、サーバーが 1回以上リブートします。

39ページの「サーバーシステムツールのインストール、ドライバの更新、および
iSCSI仮想ディスクの設定」

▼ Windows Server 2008 R2をインストールする (手動)
このセクションでは、Oracle System Assistantを使用せずに、Windows Server 2008 R2
をインストールする方法について説明します。OSはローカルまたはリモートのどち
らかの方法でインストールできます。

注意 –データ損失の可能性があります。OSのインストールを行うとブートディスク
がフォーマットされるため、ディスク上の既存のデータは、インストール済みのOS
も含め、すべて消去されます。

■ Microsoft Windows OSインストール配布メディアを取得します。
■ システムに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBA (SGX-SAS6-R-INT-Z)
に、ブート可能な仮想ドライブを (少なくともRAID 0で)作成します。詳細につ
いては、『Sun Server X4-4設置ガイド』の「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵
HBAを使用したRAIDの構成」を参照してください。

6
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10
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■ 17ページの「インストール方法のセットアップ」に説明されているよう
に、ローカルまたはリモートのインストールに備えて準備します。その後、次の
いずれかを実行します。

■ ローカルインストールの場合: OS配布メディアを接続された物理
CD/DVD-ROMドライブに挿入できるように準備しておきます。

■ リモートインストールの場合:
■ OS配布メディアがDVD-ROMの場合、そのDVD-ROMをリモートクライ
アントのDVD-ROMドライバに挿入し、Oracle ILOMリモートコンソール
の「KVMS」 ->「Storage」メニューからマウントします。

■ OS配布メディアの ISOイメージを使用する場合、イメージがOracle ILOM
リモートコンソールの「KVMS」 ->「Storage」メニューからマウントされ
ることを確認します。

サーバーの電源を入れるか、またはリブートします。

リモートインストール方法を使用している場合は、Oracle ILOMを使用して
サーバーの電源を入れたりリブートしたりすることができます。

BIOSメッセージが表示されます。

選択肢のリストが表示されるまで画面を注視し、表示されたら F8を押して「BBS
Popup」を選択します。

注 – BIOSメッセージ (BIOSメニュー選択リストも含む)はすぐに消えてしまいま
す。メッセージを見逃してしまった場合は、サーバーの電源を入れ直し、ブート中
に F8キーを押したままにして、BBSポップアップメニューが表示されるのを待ちま
す。

1

2
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しばらくすると、ブート可能なデバイスのリストとともに「Select Boot Device」メ
ニューが表示されます。

次のようにリストからブートデバイスを選択します。

■ ローカルインストールの場合、Windows配布メディアをサーバーのCD/DVDドラ
イブに挿入し、デバイスのリストからローカルインストールを選択して Enterを
押します。

■ リモートインストールの場合、クライアントのリモートでマウントされた仮想
CD/DVDドライブを選択し、Enterを押します。

注 – Oracle System Assistant USBのブートエントリがOSをインストールするハード
ディスクの下にあることを確認してください。システムの BIOS設定ユーティリ
ティーを使用してこの順序を設定できます。

制御がメディア上のOSインストールプログラムに移ります。

「Press any key to boot from CD」というプロンプトが表示されたら、いずれかのキーを
すばやく押します。

Windowsインストールウィザードが起動します。

インストールウィザードの指示に従って進み、「インストールの種類」画面が表示
されたら、「カスタム (詳細)」をクリックします。

「どこにWindowsをインストールしますか?」画面で、次のいずれかの手順を実行し
ます。
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■ Windows Server 2008 R2用の大容量記憶装置ドライバを追加する場合は、「ドライ
バの読み込み」をクリックして、大容量記憶装置ドライバの格納場所 (CD/DVD
またはUSBフラッシュドライブ)に移動し、ドライバ情報ファイル (.inf)を選択
します。

注 – Windows Server 2008 R2の場合、接続されたCD/DVDまたはOracle System
Assistant USBフラッシュドライブを介してドライバにアクセスできる必要があり
ます。ドライバにアクセスできない場合、次の図に示すように、ディスクが表示
されなくなります。

■ Windowsのデフォルトのパーティション設定を選択する場合は、「次へ」をク
リックします。手順 8に進みます。

■ Windowsのデフォルトのパーティション設定をオーバーライドする場合は、「ド
ライブオプション (詳細)」をクリックし、次の手順に進みます。

注意 –データ損失の可能性があります。既存のパーティションをフォーマットしたり
パーティションを作成し直したりすると、そのパーティションにあるすべての
データが消去されます。

詳細ドライブオプション画面で、次の操作を実行します。

a. 既存のパーティションを削除するには、「削除」をクリックします。

b. 新しいパーティションを作成するには、「新規作成」をクリックします。

7
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c. 必要に応じてサイズ設定を変更し、「適用」をクリックします。

d. 「次へ」をクリックします。

Windowsのインストールが開始されます。インストールプロセス中、サーバーは
複数回リブートします。

インストールプロセスが完了したら、「OK」をクリックします。

Windowsが起動し、管理者パスワードを求めるプロンプトが表示されます。

パスワードを入力して、「OK」をクリックします。

注 –パスワードは 8文字で、数字が 1文字、大文字が 1文字含まれていなければなり
ません。詳細は、アカウント作成画面のアクセシビリティーのリンクをクリックし
てください。

管理者アカウントにパスワードを割り当てると、Windows Server 2008 R2のデスク
トップが表示されます。

39ページの「サーバーシステムツールのインストール、ドライバの更新、および
iSCSI仮想ディスクの設定」

▼ Windows Server 2012 R2をインストールする (手動)
このセクションでは、Oracle System Assistantを使用せずに、Windows Server 2012 R2
をインストールする方法について説明します。OSはローカルまたはリモートのどち
らかの方法でインストールできます。

8

9
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注意 –データ損失の可能性があります。OSのインストールを行うとブートディスク
がフォーマットされるため、ディスク上の既存のデータは、インストール済みのOS
も含め、すべて消去されます。

■ Microsoft Windows OSインストール配布メディアを取得します。
■ システムに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBA (SGX-SAS6-R-INT-Z)
に、ブート可能な仮想ドライブを (少なくともRAID 0で)作成します。詳細につ
いては、『Sun Server X4-4設置ガイド』の「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵
HBAを使用したRAIDの構成」を参照してください。

■ 17ページの「インストール方法のセットアップ」に説明されているよう
に、ローカルまたはリモートのインストールに備えて準備します。その後、次の
いずれかを実行します。

■ ローカルインストールの場合: OS配布メディアを接続された物理
CD/DVD-ROMドライブに挿入できるように準備しておきます。

■ リモートインストールの場合:
■ OS配布メディアがDVD-ROMの場合、そのDVD-ROMをリモートクライ
アントのDVD-ROMドライバに挿入し、Oracle ILOMリモートコンソール
の「KVMS」 ->「Storage」メニューからマウントします。

■ OS配布メディアの ISOイメージを使用する場合、イメージがOracle ILOM
リモートコンソールの「KVMS」 ->「Storage」メニューからマウントされ
ることを確認します。

サーバーの電源を入れるか、またはリブートします。

リモートインストール方法を使用している場合は、Oracle ILOMを使用して
サーバーの電源を入れたりリブートしたりすることができます。

始める前に
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BIOSメッセージが表示されます。

選択肢のリストが表示されるまで画面を注視し、表示されたら F8を押して「BBS
Popup」を選択します。

注 – BIOSメッセージ (BIOSメニュー選択リストも含む)はすぐに消えてしまいま
す。メッセージを見逃してしまった場合は、サーバーの電源を入れ直し、ブート中
に F8キーを押したままにして、BBSポップアップメニューが表示されるのを待ちま
す。

しばらくすると、ブート可能なデバイスのリストとともに「Select Boot Device」メ
ニューが表示されます。

次のようにリストからブートデバイスを選択します。

■ ローカルインストールの場合、Windows配布メディアをサーバーのCD/DVDドラ
イブに挿入し、デバイスのリストからローカルインストールを選択して Enterを
押します。

■ リモートインストールの場合、クライアントのリモートでマウントされた仮想
CD/DVDドライブを選択し、Enterを押します。

注 – Oracle System Assistant USBのブートエントリがOSをインストールするハード
ディスクの下にあることを確認してください。システムの BIOS設定ユーティリ
ティーを使用してこの順序を設定できます。

制御がメディア上のOSインストールプログラムに移ります。
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「Press any key to boot from CD」というプロンプトが表示されたら、いずれかのキーを
すばやく押します。

Windowsインストールウィザードが起動します。

インストールウィザードの手順を進めて、「インストールの種類」が表示された
ら「カスタム (詳細)」をクリックします。

「どこにWindowsをインストールしますか?」画面で、次のいずれかの手順を実行し
ます。

■ Windows Server 2012 R2用の大容量記憶装置ドライバを追加する場合は、「ドライ
バの読み込み」をクリックして、大容量記憶装置ドライバの格納場所 (CD/DVD
またはUSBフラッシュドライブ)に移動し、ドライバ情報ファイル (.inf)を選択
します。

注 – Windows Server 2012 R2の場合、接続されたCD/DVDまたはOracle System
Assistant USBフラッシュドライブを介してドライバにアクセスできる必要があり
ます。ドライバにアクセスできない場合、次の図に示すように、ディスクが表示
されなくなります。
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■ Windowsのデフォルトのパーティション設定を選択する場合は、「次へ」をク
リックします。手順 8に進みます。

■ Windowsのデフォルトのパーティション設定をオーバーライドする場合は、「ド
ライブオプション (詳細)」をクリックし、次の手順に進みます。

注意 –データ損失の可能性があります。既存のパーティションをフォーマットしたり
パーティションを作成し直したりすると、そのパーティションにあるすべての
データが消去されます。

詳細ドライブオプション画面で、次の操作を実行します。

a. 既存のパーティションを削除するには、「削除」をクリックします。

b. 新しいパーティションを作成するには、「新規作成」をクリックします。

c. 必要に応じてサイズ設定を変更し、「適用」をクリックします。

d. 「次へ」をクリックします。

7
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Windowsのインストールが開始されます。インストールプロセス中、サーバーは
複数回リブートします。

インストールプロセスが完了すると、Windowsが起動し、管理者パスワードの設
定を要求するプロンプトが表示されます。

管理者パスワードを割り当てます。8
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注 –パスワードは 8文字で、数字が 1文字、大文字が 1文字含まれていなければなり
ません。詳細は、アカウント作成画面のアクセシビリティーのリンクをクリックし
てください。

管理者アカウントにパスワードを割り当てると、Windows Server 2012のデスク
トップが表示されます。

39ページの「サーバーシステムツールのインストール、ドライバの更新、および
iSCSI仮想ディスクの設定」。

▼ Windows Serverをインストールする (PXE)
次の手順は、Windows Server 2008 R2およびWindows Server 2012 R2に適用されま
す。この手順によってベースオペレーティングシステムがインストールされ、その
後にサーバー固有のドライバや追加のソフトウェアを更新します。

注 – Windows Server 2012 R2には、システム用のOEMドライバが含まれます。ドライ
バおよびソフトウェアの最新情報については、サーバーの『プロダクトノート』を
確認してください。

■ PXEを使用してWindows Server 2008 R2またはWindows Server 2012 R2を配備する
には、Windows展開サービス (WDS)をWindows Server 2012サーバーにインス
トールし、配備するOSのインストールイメージを作成する必要がありま
す。Microsoft TechNetサイトで、これらを実行するのに役立つ記事を見つけるこ
とができます。

■ システムに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBA (SGX-SAS6-R-INT-Z)が存在す
る場合、ブート可能な仮想ドライブがすでに作成されている必要があります (少
なくともRAID 0で)。詳細については、『Sun Server X4-4設置ガイド』の「Sun
Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAを使用したRAIDの構成」を参照してくださ
い。

注 –電源投入メッセージとプロンプトは高速で表示されるため、すぐに画面から消え
てしまうことがあります。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡
大してもかまいません。

次のいずれかの方法でサーバーをリセットするか電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースの「Remote Power Control」タブで、「Reset」を
選択します。

参照
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■ 物理的にサーバーに位置している場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボ
タンを約 1秒間押して、正常な停止を開始し、サーバーの電源を切ります。電源
が切れたら、電源ボタンをもう一度押して、サーバーの電源を入れます。

F8を押して、一時ブートデバイスを指定します。

「Please Select Boot Device」画面が表示されます。

「Please Select Boot Device」画面で、適切なPXEインストールブートデバイスを選択
し、Enterを押します。

注 – PXEインストールブートデバイスは、ネットワークインストールサーバーとの通
信に使用される物理ネットワークポートです。

「Boot Agent」画面が表示されます。

「Boot Agent」画面で、F12キーを押してネットワークサービスをブートします。

通常のWindows Server WDSネットワークインストールを続行します。

詳細は、MicrosoftのWindows展開サービスに関する製品ドキュメントを参照してく
ださい。

インストールが完了したら、必要に応じてインストール後のタスクを実行します。

39ページの「サーバーシステムツールのインストール、ドライバの更新、および
iSCSI仮想ディスクの設定」

サーバーシステムツールのインストール、ドライバの更
新、および iSCSI仮想ディスクの設定

これらの手順は、サーバーシステムツールのインストール、システムドライバの更
新、および iSCSI仮想ディスクの設定の方法について示しています。InstallPackアプ
リケーションを使用して、システムツールおよびドライバの更新やインストールを
実行します (InstallPackアプリケーションは、Oracle System Assistantソフトウェアおよ
びダウンロードしたサーバー固有のソフトウェアパッケージと一緒に入手可能で
す)。

■ 40ページの「サーバーシステムツールのインストール」
■ 41ページの「システムドライバを更新する」
■ 43ページの「iSCSI仮想ディスクの設定」

2

3

4

5

6

参照

サーバーシステムツールのインストール、ドライバの更新、および iSCSI仮想ディスクの設定

39



▼ サーバーシステムツールのインストール

次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細については、『Sun Server X4-4設置ガイド』の「サーバーファームウェア
とソフトウェアの入手」を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。

サーバーのシステムツールは、次のディレクトリに格納されています。

■ Windows Install Pack MSM (MegaRAID Storage Manager):
Windows/version/Tools/LSI-MSM

■ NIC Teaming for Windows: Windows/version/Tools/Intel-NIC-PROSet
■ Oracle Hardware Management Pack:

Windows/version/Tools/Hardware-Management-Pack

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System AssistantのUSBデバイスに移動
します。

USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

b. ORACLE_SSMUSBドライブをダブルクリックします。

サーバーのシステムツールは、次のディレクトリに格納されています。

■ Windows Install Pack MSM: Windows/version/Tools/LSI-MSM
■ NIC Teaming for Windows: Windows/version/Tools/Intel-NIC-PROSet
■ Oracle Hardware Management Pack:

Windows/version/Tools/Hardware-Management-Pack

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。
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サーバーシステムツールをインストールするには:

■ Oracle Hardware Management Packについては、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=ohmpにあるインストールドキュメントを参照してください。

■ Windows InstallPack of MSMおよびNIC Teaming for Windowsについては、次の手順に
進んでください。

installerフォルダに移動します。

drive:\ORACLE_SSM\Windows\version\installer.

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

InstallPack.htaファイルをダブルクリックします。

InstallPackアプリケーションが表示されます。

サーバーシステムツールをインストールするには、「カスタム」が選択されている
ことを確認して、「次へ」をクリックします。

「カスタム」設定で、インストールするツールを選択できます。

追加ソフトウェアのオプションが選択されていることを確認します。

プラットフォーム固有のドライバをインストールするためのオプションが選択され
ていないことを確認します。

注 –プラットフォーム固有のドライバオプションによって、OSにまだ含められてい
ないインスタンスにサーバーのドライバをインストールできます。このタスクを実
行するには、41ページの「システムドライバを更新する」を参照してください。

「次へ」をクリックして、インストールするツールを選択します。

「次へ」をクリックして、Install Packアプリケーションの手順を進め、ツールのイン
ストールプロセスを終了します。

▼ システムドライバを更新する
次の各手順では、Windows InstallPackアプリケーションを使用してサーバーシステム
ドライバをアップデートする方法を説明します (Windows InstallPackアプリ
ケーションは、Oracle System Assistantソフトウェアおよびダウンロードした
サーバー固有のソフトウェアパッケージと一緒に入手可能です)。
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注 – Windows Server 2012 R2には、システムをサポートするほとんどのOEMドライバ
が含まれます。つまり、ほとんどの場合、システムドライバを更新するために
InstallPackを実行する必要がないため、このセクションをスキップできます。例外に
ついては、サーバーの『プロダクトノート』を参照してください。

次のいずれかを実行します。

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細については、『Sun Server X4-4設置ガイド』の「サーバーファームウェア
とソフトウェアの入手」を参照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバのパッケージをサーバー上に解凍しま
す。

サーバーシステムドライバは、次のディレクトリに格納されます。

Windows\version\Drivers

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System AssistantのUSBデバイスに移動
します。

USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

b. ORACLE_SSMUSBドライブをダブルクリックします。

installerフォルダに移動します。

drive:\ORACLE_SSM\Windows\version\installer.

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

InstallPack.htaファイルをダブルクリックします。

InstallPackアプリケーションが表示されます。
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アプリケーションの処理を進め、プラットフォーム固有のドライバをインストール
するためのオプションを選択します。

追加ソフトウェアをインストールするためのオプションが選択されていないことを
確認します。

注 –追加ソフトウェアオプションを使用して、サーバーシステムツールをインス
トールできます。そのタスクを実行するには、40ページの「サーバーシステム
ツールのインストール」を参照してください。

「次へ」をクリックして、Install Packアプリケーションの手順を進め、ツールのイン
ストールプロセスを終了します。

iSCSI仮想ディスクの設定
Ethernetネットワーク上のブロックストレージをリモートで共有するため
に、Microsoft Windows Serverを使用して iSCSI仮想デバイスを設定できま
す。サーバーの BIOS設定ユーティリティーを使用した iSCSIの構成の詳細について
は、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド』 (http://www.oracle.com/goto/
x86AdminDiag/docs)を参照してください。
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